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電気技術史技術委員会の歩み



2 電気技術史技術委員会設置趣意書(1990年)

２．設置の目的

• 電気技術者による電気技術史研究調査の活発化

• 電気学会会員への電気技術史に関する情報・知識の提供、電気分野以外の技術者へさらに一般社会

へのこれら情報・知識の提供

• 日本の電気技術史に関する物件・文献資料の所在把握

• 日本の電気技術史の特質の解明

• 電気技術者の自己の存在の確認、および次世代の電気技術者となる若人の啓発

• 我が国電気技術史上の功労者の評価

• 電気技術史に関連する他学協会等との協力・交流・技術史家との交流

• 電気技術史に関連する国際交流

振り返れば未来が見える！

• 設置の目的に沿って活動中



3 振り返れば未来が見える！

現在の「でんきの礎」HP
鈴木浩, "戦後電気技術の潮流を見る", 

電気学会誌, 114巻, 2号, (1994)

• 「でんきの礎」スローガンは電気技術史技術委員会から？



4 歴代委員長

大越孝敬

1990年就任

末松安晴

2001年就任

中川聡子

2022年就任

三井恒夫

1995年就任

原島文雄

2007年就任

鈴木浩

2011年就任

日高邦彦

2017年就任

澤敏之

2025年就任



5 主な著作物・成果物リスト

・電気技術史研究活動の現状調査専門委員会 ：技術報告第530号

・電気工学教育の歴史調査専門委員会 ：技術報告第654号

・電気技術国産化の歴史調査専門委員会 ：技術報告第603号

・国内産業の電気・電子技術の独創性と創造性の調査研究委員会 ：電気学会誌第122巻3号、4号

・史料等の保存・展示ガイド調査専門委員会 ：技術報告第768号

・電気技術に果たした国立研究所の役割調査専門委員会 ：技術報告第926号

・電気技術史データベース体系化調査専門委員会 ：技術報告第991号

・電気技術等の先達からの聞き取り調査専門委員会 ：電気学会誌第125巻12号、第126巻1号

・戦後電気技術における技術革新要因調査専門委員会 ：日本の技術革新体系（国立科学博物館）

・技術交流の歴史に関する国際共同研究調査専門委員会 ：技術報告第1366号

・日本における原子力発電の歴史に関する調査専門委員会 ：技術報告第1356号

・電気技術オーラルヒストリー調査専門委員会 ：電気学会誌第135巻1号

・電気系統解析技術の歴史調査専門委員会 ：電気学会誌第139巻2号

・高電圧電気絶縁技術の歴史調査専門委員会 ：高電圧絶縁技術（「オーム社」のウエブサイトから購入）

・電気技術オーラルヒストリー調査専門委員会（第Ⅱ期） ：電気学会誌第１４０号１号

・21世紀に於ける電力系統技術調査専門委員会 ：設置趣意書

・オーラルヒストリー活動の在り方調査専門委員会 ：設置趣意書

・電気技術史 技術委員会 HP

• 技術報告など一部は技術委員会HPから閲覧可能
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6 現在の委員構成

№ 役職 氏  名 勤    務    先

1 委員長 澤 敏之 東京理科大学 工学部電気工学科 客員准教授

2 1号委員 石井 紀彦 日本放送協会（NHK)放送技術研究所 新機能デバイス研究部  研究主幹

3 同 市原 博 獨協大学経済学部 教授

4 同 加納 敏行 日本電気株式会社（NEC）中央研究所 主席技術主幹

5 同 香山 治彦 三菱電機株式会社 電力システム製作所電力エンジニアリングセンター チーフエキスパート

6 同 田岡 久雄 株式会社理経 電力系統ソリューショングループ 技術顧問

7 同 髙橋 玲子 東芝エネルギーシステムズ株式会社エネルギーシステム技術開発センター システム制御技術開発部  フェロー

8 同 田邊 隆之 明電舎 営業統括本部  再生可能エネルギー推進部 副部長

9 同 中村 秀臣 科学史技術史研究所理事

10 同 前島 正裕 国立科学博物館 理工学研究部  科学技術史グループ グループ長

11 同 丸山 真弘 一般財団法人  電力中央研究所 社会経済研究所  研究推進マネージャー（法制度・社会）  参事

12 同 師岡 寿至 (株)日立製作所 研究開発グループ グリーン＆コネクティブイノベーションセンタグリーンパワーエレクトロニクス研究部

13 同 山口 順一 香川大学 創造工学部 機械システム領域 名誉教授

14 同 山口  直輝 東日本旅客鉄道株式会社 JR東日本研究開発センター 信号通信技術メンテナンスユニット ユニットリーダ

15 2号委員 中村  格 独立行政法人国立高等専門学校機構鹿児島工業高等専門学校 電気電子工学科  教授

16 幹事 丸島 敬 東芝エネルギーシステムズ株式会社浜川崎工場 開閉装置部  遮断器設計グループ エキスパート

17 同 森田 裕 (株)日立製作所研究開発グループ 環境・エネルギーイノベーションセンタ 電磁応用システム研究部

18 幹事補佐 大角 智 三菱電機株式会社 インフラBA  インフラBA戦略室 技術ユニット  開発企画グループ  専任

№ 役職 氏  名 勤    務    先

1 オブザーバ 鈴木 浩 日本経済大学  大学院経営学研究科 教授

• 全19名で構成



7 他学会での技術史・学術史研究活動

【工学部系】
電気工学 電気学会 電気技術史技術委員会（A部門） 1990年設置。オーラルヒストリーや技術史研究を継続的に実施

土木工学 土木学会 土木史委員会 活発に活動しており、研究発表会やフォーラムも開催

建築学 日本建築学会 日本建築史小委員会 2025年～2029年の活動計画あり。文化財建築の保存・復元も対象

応用化学 高分子学会 高分子科学技術史研究会 年表や歴史的資料の編纂を行っている

電子工学・情報通信 電子情報通信学会（IEICE） 100年史刊行委員会 学会創立100周年記念事業として技術史をまとめたが、常設委員会ではない

機械工学 日本機械学会 明確な「学術史委員会」は確認できず 歴史的資料や技術遺産の保存活動はあるが、学術史専門委員会は見当たらず

化学工学 化学工学会 明確な「学術史委員会」は確認できず

金属工学 日本金属学会 明確な「学術史委員会」は確認できず

原子力工学 日本原子力学会 明確な「学術史委員会」は確認できず

航空工学 日本航空宇宙学会 明確な「学術史委員会」は確認できず

船舶工学 日本船舶海洋工学会 明確な「学術史委員会」は確認できず

情報工学 情報処理学会 明確な「学術史委員会」は確認できず

【理学部系】
数学 日本数学史学会 数学史専門の学会 『数学史研究』を発行し、和算を含む東西の数学史を研究

物理学 日本物理学会 「物理学史資料委員会」 「物理学史資料委員会」が常設され、資料の収集・保存・調査を行っている

化学 化学史学会（日本化学会とは別組織） 化学史専門の学会 『化学史研究』を発行し、国内外の化学史を扱う

生物学 日本科学史学会 生物学史分科会 生物学史に特化した分科会が存在 『生物学史研究』を発行

地学 日本地球惑星科学連合 「自然史・古生物学分科会」など 歴史的観点を含む活動を行っている

【医学部系】

医学 日本医史学会
医学史を専門に扱う学会。日本医学会の第1分科学
会の位置づけ

1892年に設立された歴史ある団体。医学の歴史だけでなく、歯学・看護学・薬学など関連分
野の歴史も対象。学術大会や月例会、機関誌『日本医史学雑誌』の発行などを通じて、学術
史の普及と研究を推進。

薬学 日本薬史学会 薬学史を専門に扱う学会
薬学の歴史的資料や人物、制度などを研究対象。機関誌『薬史学雑誌』の発行や年次大会
の開催を通じて、薬学史の研究と普及。

生理学 日本生理学会 明確な「学術史委員会」は確認できず

• 他学会での技術史・学術史研究活動をAIで調査
• 理学部，医学部系では委員会あるいは専門学会がある
• 工学部系は少ない



電気技術史技術委員会の取り組み
電気技術史研究会



9 電気技術史研究会

• 年に３回開催

• 電気学会会議室とWeb会議のハイブリッド開催

• 現在は「でんきの礎」と「電気技術史一般」を主なテーマに設定

• 最近の「でんきの礎」関連テーマ

FM音源の原理と実用化

国本利文（ヤマハ(株) OB）

半導体スーパージャンクション理論 発想の経緯

藤平龍彦（富士電機）

重粒子線がん治療装置HIMAC

白井敏之（量子科学技術研究開発機構）

単線自動閉そくシステムから37年～でんきの礎への登録を受けて～

中村英夫（日本大学）



10 電気技術史研究会(最近のプログラム)

第96回
【日 時】 2025年6月16日（月） 13:00〜16:45

【場 所】 電気学会会議室およびWeb開催

【議 題】「でんきの礎」および「電気技術史一般」

座長 前島正裕（国立科学博物館）

プロモーター 市原博（獨協大学）

• [招待講演]FM音源の原理と実用化

○国本利文（ヤマハ(株) OB）

• [招待講演］電源三法交付金制度の誕生と成長：1970年代を中

心として

○小堀 聡（京都大学）

• 福島原子力事故の事例研究 津波と水素爆発はいかなる人的被害

を及ぼしたのか

○瀧波康修（埼玉大学）

• 福島原子力事故を人災とする論理構造

○瀧波康修（埼玉大学）

• 過去50年間の科学技術予測調査のデルファイ調査において調査対

象となった電気技術の特徴

○伊藤裕子（科学技術・学術政策研究所）

• 戦前・戦時における電源別発電原価算定手法と適用の変遷

○中村秀臣（科学史技術史研究所）

• 電気技術者が期待した電力国家管理

○中村秀臣（科学史技術史研究所）

第95回
【日 時】 2025年2月13日（木） 13:00〜17:15

【場 所】 電気学会会議室およびWeb開催

【議 題】「でんきの礎」および「電気技術史一般」

座長 市原博（獨協大学）

プロモーター 阿部秀昭（東日本旅客鉄道）

• 福島原子力事故の事例研究 過酷事故に武藤栄はいかに対処し

たのか

○瀧波康修（埼玉大学）

• 戦前・戦時における電力系統の雷害対策の変遷

○中村秀臣（科学史技術史研究所）

• 小林一三の科学的経営を支えた電気技術者

○中村秀臣（科学史技術史研究所）

• 国立科学博物館に近年寄贈された電気分野の科学者・技術者資

料について ―池田宏之助資料と時田元昭資料―

○前島正裕（国立科学博物館）

• 東北帝国大学における超短波研究と海軍通信の構想

◎横井謙斗（東京大学）

• 志田林三郎「電信機の説」にみる電信用電源としてのダニエル電池

○志佐喜栄（多久市先覚者資料館）

• 生成AIを用いた日本初の工学博士志田林三郎卒業論文の電子化 

-その1-

大来雄二（金沢工業大学）, 大来紀子（なし）, ○長谷川有貴

（埼玉大学）

• 生成AIを用いた日本初の工学博士志田林三郎卒業論文の電子化 

-その2-

○長谷川有貴, 信太智貴, 稲見岳大, 木月巧望, 宮田 潤（埼玉

大学）, 大来雄二（金沢工業大学）



11 電気技術史研究会(最初期のプログラム)

電気絶縁材料関係の国際会議の沿革

大木義路（早大）

ＩＥＥＥ，ＤＥＩＳ（米国電気電子学会，誘電・絶縁部門学会）主催の国際会議など，電気

絶縁材料関係のいくつかの国際会議について，その沿革，性格，特徴などを述べる。

電気絶縁材料シンポジウムから見た研究活動について

岡本達希(電中研)・高橋雄造(農工大)

1968年に開始された電気絶縁材料シンポジウムの発表論文テーマを概観することにより日本における

電気絶縁材料関連研究の流れを，発表論文数の推移，材料の電気特性研究の面，応用分野の

面，計測・コンピュータ応用の面などから検討し，大まかな流れを概観する。

電気絶縁材料工業会技術部会の活動

上村広一（日立化成）

昭和27年に電気絶縁材料工業会が設立されて以来，技術委員会はワニス，マイカ，紙，等のＪ

ＩＳ制・改訂を行うと同時に，絶縁材料ガイドブック，要覧等の発行を行ってきた。昭和40年以

来，技術講演と展示会を主催し，関連各分野の識者による特別講演等を実施している。

水トリーの発見の背景とその後に与えた影響について

津久井勤(日立)・植松忠之(古河電工)

架 橋ポリエチレンケーブルやポリエチレン電線を用いた水中モータなどにおいて，開発の初期段階から水

トリーの発生する場合のあることが見いだされた。 特に前者は，ＣＶケーブルが超高圧ケーブルとして実

用化されている。水トりーの初期研究が後に与えた影響について述べる。

難燃・不燃性絶縁液体材料の変遷

月岡淑郎(ユカインダストリーズ)・西松峯昭(日新電機)

これまで，油入り電気機器の不燃化に最も効果的な材料はＰＣＢであった。しかし，昭和47年に使

用禁止されて以来，数多くの難燃・不燃性絶縁液体材料が検討され，一部のものが実用化された。

本報告はこうした液体材料と電気機器への適用，試験・評価方法についてまとめた。

ガス絶縁の研究及びガス絶縁機器の歴史

渋谷義一(三菱電機)・千葉政邦(東大)

気 体絶縁材料として最も急速な進歩を遂げたものがＳＦ６　ガスである。ＳＦ６　ガスの歴史は

1900年にさかのぼる。ＳＦ６　ガスの絶縁の研究及び ＧＩＳを始めとするガス絶縁機器の開発にお

いて日本の研究が果たした役割は大きい。ガス絶縁の歴史を世界的視野で整理した。

第1回

戦後日本における電子部品工業史（ノート）

高橋雄造（農工大）

抵抗器・コンデンサ・コネクタ等の一般電子部品は，電子管・トランジスタ・ＩＣ等の能動素子に比べて

脇役と見なされがちであるが，これらの品質向上が日本のエレクトロニクス工業の国際競争力獲得の原

動力の一つであった。1960年代までの電子部品工業の歩みを分析する。

電子管史研究会の活動と問題点

池谷理（電子管史研究会）

1983年に発足した電子管史研究会（委員長岡村総吾）の運営，成果，資金等に関する概要と

問題点，並びに技術史のあり方についての論議と試みについて報告する。

精密電気計器を支えた技術と技能－その一－

松本栄寿（横河電機）

大正時代より国産化された精密電気計器について，その製作を支えた技能を取り上げる。精細な目

盛りを手書きした，また制作名を目盛り板裏に署名した，製品の保証の意味で蝋で封印したなど，

当時の計器を支えた技能と現代ではどう置き換わっているか等，その変遷をたどる。

電気エネルギー計測の技術史的考察について

楠井昭二・小助川充生(日本電気計器検定所)

電気は現代生活に不可欠な物であり，日本全体で約１２兆円の電気エネルギーが使用されている。

その計量，計測は極めて重要で，現在の誘導形計器に落ち着いて８０年も経過した。開発当初の

経緯と改良の歴史，原理の異なる電子式電力量計に関して技術史的見地から検討する。

技術革新プロセスの変遷

鈴木浩・伊与田功（三菱電機）

技術革新は，旧来の研究，開発，製造，流通という一方向のものから，これらが絡み合った螺旋型

の形態をとるようになっている。我が国得意の組合せ技術による物，ブレークスルー型のものに加え，複

雑なシステムによる技術革新が生じるまでの流れを振返り，体系化を試みる。

日本の電気事業発達史

冨田弘平（原子力用次世代機器開発研究所）

1870年に東京・横浜間でモールスが発明した電信機が日本で初めて試用され，1877年にはベルが

発明した電話機が日本に到着し試用されている。1878年にはグローブ電池を電源にして日本で初め

ての電灯（弧光灯）が点灯され，以来３月２５日が電気記念日にされている。

• 最初期は総論，A部門関係が多い
• 近年は各論，部門問わずの傾向



12 発表分野

• 全発表タイトルの単語をAIで分類し出現頻度を分析

タイトルの出現頻度の分析結果

発電 / 発電所

電子 / 半導体

放送 / 放送技術

鉄道 / 電車

高電圧 / 超高圧

磁気 / 磁性材料

電磁 / 電磁波

コンピュータ / 計算機

トランジスタ / 半導体

制御 / 制御システム

放電 / 放電加工

標準 / 規格

博物館 / 資料

文化 / 伝承 / 神話

水力発電 / 発電所

超電導 / 超伝導技術
電力 / 送電 / 配電

電気王 / 有名人物



電気技術史技術委員会の取り組み
オーラルヒストリー活動



14 オーラルヒストリー活動

• オーラルヒストリー： 歴史研究の方法の一つで，人々から直接話を聞き取り，その記録

をまとめること

• [1993年～2019年]

電気技術分野のオーラルヒストリー活動を定期的に行い，57名の電気技術の先駆者た

ちのインタビューを「先達は語る」に収録

• [2019年～] 

コロナ禍により対面インタビューが難しくなるとともに，反訳コスト増大等の理由から活動

は一時停止

• [2022年～]

“オーラルヒストリー活動の在り方調査専門委員会”にて新しい活動方法や成果物の公

開範囲を検討。テストインタビューや反訳ソフトによる音声データのテキスト化を実施

• [2025年3月]

電気学会・全国大会にてシンポジウムを開催

• [2025年4月]

“電気技術オーラルヒストリー調査専門委員会（第Ⅲ期）”を開始



15 電気技術オーラルヒストリー調査専門委員会
（第Ⅲ期） (2025～2028)

[設置趣意書(抜粋)]
1. 目的

１） オーラルヒストリーを記録し、技術史研究の史料として活用できるようにすること。

２） オーラルヒストリーにより先達の研究・技術開発への取組みを見えるようにして、後進の若い研究・技術開発者の研究・技術開発

上の指針や姿勢に好影響を与えること。

３） 反訳ソフト使用による費用削減すること。

４） オーラルヒストリー活動の認知度の向上、および、重要性の周知に寄与すること。

５） コロナ禍で中断したがオーラルヒストリー活動を速やかに再開すること。

2. 背景および内外機関における調査活動

(中略)

３） 国内では、当技術委員会の他にも、社団法人研究産業・産業技術振興協会、自動車技術会、映像情報メディア学会、応用物理

学会、計測自動制御学会、情報処理学会、照明学会、電子情報通信学会など多くの学会・協会が取り組んでいる。

４） 海外では、教育機関、専門機関、企業、個人といった種々のレベルの聞き取り調査が実施されている。特にIEEE 歴史センターの

調査が有名で、調査記録はスミソニアン協会、IEEE 歴史センター、チャールズ・バベッジ研究所等に保管(後略)

3. 調査検討事項

１） 電気学会名誉員への聞き取り調査のスケジュール策定 (２～５人/年)

２） 上記名誉員への聞き取り調査の実施

３） 聞き取り調査結果の整理と総括報告

４） 聞き取り調査の準備・実施要領の更新

５） 調査原資料（録音媒体、記録文書など）他の管理方法の検討

６） 反訳ソフトの性能評価

７） 史料公開方法の検討

4. 予想される効果

１） 電気技術史研究の貴重な史料が得られ、技術史研究に活用できる。

２） 後進の若い研究開発者の研究開発上の指針や姿勢に好影響を与えられる。



16 電気技術オーラルヒストリー調査専門委員会
（第Ⅲ期） メンバー

委員長 中村 格（鹿児島工業高等専門学校）

委員 阿部 秀昭（JR東日本研究開発センター）

委員 雨宮 高久（日本大学）

委員 市原 博（獨協大学）

委員 加納 敏行（日本電気）

委員 香山 治彦（三菱電機）

委員 田岡 久雄（大和大学）

委員 髙橋 玲子（東芝エネルギーシステムズ）

委員 田邊 隆之（明電舎）

委員 中村 秀臣（科学史技術史研究所）

委員 前島 正裕（国立科学博物館）

委員 丸山 真弘（電力中央研究所）

委員 山口 順一（香川大学）

(50音順，12名)

幹事 丸島 敬（東芝エネルギーシステムズ）

• 全14名で構成



電気技術史技術委員会の取り組み
ニューズレター発行



18 ニューズレター「電気技術史」(第98号，第97号)

• 年３回ニューズレターを発行。エッセイ，ロゴの歴史，活動報告，研究会案内等を発信。
• 2024年より完全電子化し，ページ数増加と，カラー化郵送廃止によるコスト削減。



19 ニューズレター「電気技術史」(創刊号，第2号)



20 ニューズレター発行のお知らせバナー

ニューズレター
第98号

電気技術史

研究の数だけHistoryがある!

購読無料
2025年6月2日発行

ニューズレター
第97号

電気技術史

研究の数だけHistoryがある!

購読無料
2025年1月30日発行

ニューズレター
第96号

電気技術史

研究の数だけHistoryがある!

購読無料
2024年10月23日発行

• 認知度向上を目的に，発行日に全部門HPにバナーを掲載。

掲載例 (A部門HP)バナー

いつもありがとうございます！



将来展望



22 課題と将来展望

• 電気技術史研究会

毎回，バラエティに富んだテーマが発表されているため，聴講者の中には全テーマでは

なく，１テーマのみを聴講を希望される方がいるが，今年度より会員も有料化になったた

め，聴講者減少の懸念あり。

→ 例えばテーマ別課金制リモート参加，逆に年間サブスクなど

• オーラルヒストリー活動

聞き取り調査の未実施の名誉員の方が50名以上おり，すべての方の聞き取り調査を完

遂するには，いち調査専門委員会の対応では、ほぼ不可能。電気学会全体での活動と

して押し上げたい。時間も限られている。

→ 他部門で有識者がインタビューと反訳できる体制を構築したい

• ニューズレター

電気技術史，オーラルヒストリーともに認知度向上の施策として，ニューズレターを活用

→ 電気学会HP改装があればプッシュ型ニューズレター配信

他学会とのコラボ企画，若い方むけの企画

FacebookなどSNS連動 など



ご清聴ありがとうございました



24 発表分野

キーワード 推定出現頻度 備考

電気 250 最も頻繁に登場、ほぼすべてのテーマに関係

技術 220 技術革新、研究、歴史に関する記述で多い

歴史 / 史 200 技術史や出来事の変遷を述べる部分で頻繁

研究 / 研究会 / 調査 180 論文や調査、研究活動に関する記述が多い

発電 / 発電所 160 発電に関する話題で頻出

電子 / 半導体 140 デバイスや半導体技術の話題に頻繁

変遷 / 変化 / 進展 130 技術や歴史の変遷、進展を示す表現で多い

放送 / 放送技術 120 放送関連の技術や歴史、研究に多く登場

鉄道 / 電車 100 鉄道の歴史、技術に関する記述で頻繁

高電圧 / 超高圧 90 高電圧・超高圧の技術に関する記述で多い

磁気 / 磁性材料 85 磁気記録や磁性材料の話題に登場

電磁 / 電磁波 80 電磁気学や電磁波に関する記述

コンピュータ / 計算機 75 早期のコンピュータ、計算機に関する話題

トランジスタ / 半導体 70 半導体素子の歴史、技術に多く登場

制御 / 制御システム 65 制御技術やシステムに関する記述

放電 / 放電加工 60 放電現象や放電加工に関する記述

標準 / 規格 55 技術規格や標準化に関する話題

博物館 / 資料 50 史料や資料に関する記述

文化 / 伝承 / 神話 45 文化的背景や伝承に関する記述

未来 / 展望 40 今後の技術や研究の展望に関する記述

水力発電 / 発電所 35 水力発電と発電所に関する記述

超電導 / 超伝導技術 30 超電導技術の研究と応用に関する記述

電力 / 送電 / 配電 25 電力系統、送電・配電に関する記述

電気王 / 有名人物 20 有名な電気技術者や歴史的人物に関する記述

日本の技術・産業史 15 日本の技術発展や産業史に関する記述

タイトルの出現頻度の分析結果

前頁グラフ

では除外



25 オーラルヒストリー活動の在り方調査専門委員会
(2022～2025)

[主な成果]

1. オーラルヒストリー活動手順の議論

予算と人員に応じた４段階の活動手順を策定

2. 音声テキスト化ソフトの調査

６つの市販ソフトを比較評価，反訳業者による成果と比較すると手直しが必要であると判断

3. 活動手順書の作成

4. 調査原資料の管理方法の検討

今後の調査記録は原則として公開する方針

5. テストインタビューの実施

電気学会鈴木名誉員にテストインタビューを実施，音声データの反訳および冊子化

[R7年 電気学会全国大会 シンポジウム]プログラム

• プロローグ 中村格(鹿児島工業高等専門学校) 

• 基調講演「人物が語る物語 オーラル・ヒストリー」 鈴木浩(メタエンジニアリング研究所)

• 電気技術オーラルヒストリーのこれまでの活動について 丸島敬(東芝エネルギーシステムズ)

• 他分野のオーラルヒストリー活動について 中村秀臣(科学史技術史研究所) 

• オーラルヒストリー活動の在り方調査専門委員会の成果について 髙橋玲子(東芝エネルギーシステムズ)

• テストインタビューの実施について 市原博(獨協大学) 

• フリーディスカッション

• エピローグ 澤敏之(東京理科大学) 



電気技術史技術委員会の取り組み
「電気の精」に関する活動



27 「電気の精」に関する活動

• パリ市立近代美術館に展示されている10m×60mの巨

大な壁画であるラウル・デュフィ作「電気の精」（la Fée 

Électricité）には電気にまつわる哲学者・科学者・技術者

108名が描かれている

• 2020年7月から10月にかけて行われた修復作業と並

行して，絵に登場する108人や技術について，英語・フ

ランス語・日本語で紹介が行われることになり，日本語

担当に電気技術史技術委員会の指名を受けた「電気

の精研究チーム※」の５名が当たった
※田中國昭氏（千葉大）、松本榮壽氏（日本計量史学会）、小浜清子氏

（フランス語翻訳家）、鈴木美幸氏（英語翻訳家）、鈴木浩氏（メタエン

ジニアリング研究所）

• 引き続き「電気の精」に関する活動を継続中

「これでわかった！未来の技術2025」

(8/9～24千葉県立現代産業科学館)

「電気の精」シンポジウム

(10/16千葉大)

電気の精

パリ市立近代美術館
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「電気の精」紹介パネル(2024年)

「電気の精」シンポジウム(2024年)

千葉県立現代産業科学館HP
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